第2回　大阪府泉佐野丘陵地緑地 運営審議会
日時：2013年1月23日（水）10:00～12:00
場所：マッセOSAKA（大阪府新別館南館　5F 第1研修室）
出席委員（敬称略）
大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　増田昇（会長）
大阪府立大学大学院　生命環境科学研究科　教授　下村泰彦
元大阪府立大学大学院　教授　前中久行
大阪市立大学大学院環境都市工学科准教授　嘉名光市
大阪ガス株式会社　エネルギー・文化研究所（CEL）特任研究員　弘本由香里
うみべの森を育てる会　代表　西台幸子
大輪会　戸國剛
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　会長　杉本和彦
泉佐野丘陵緑地パーククラブ　副会長　佐々木紫朗
◆欠席
泉佐野市都市整備部　部長　近藤幸信
◆傍聴者
1名（泉佐野丘陵緑地パーククラブ）
◆概要
1．開会・・・10:00
2．報告案件3件・・・10:05～10:35
①平成24年度　運営審議会開催計画・実績について
②パークレンジャー養成講座・修了式について
③パーククラブ活動報告（11月12月）について
3．協議案件3件・・・10:35～12:00
①パーククラブ活動計画（1～3月）について
②泉佐野丘陵緑地事業戦略（案）について～H26中地区開放に向けた検討～
③パークレンジャー養成講座・ステップアップ講座（案）について
④H25パーククラブ活動計画（案）について
⑤サイン計画（案）ほかについて
4．閉会
・・・12:00
＜報告案件1：平成24年度　運営審議会開催計画・実績について＞
大阪府（事務局）より平成24年度　運営審議会開催計画・実績について説明
◆公園名称について
増田会長
・公園名称は広く公募によって決めると公園のPR効果になる。応募は従来型のハガキではなくインターネットだと経済的で波及効果がある。審査は運営審議会が担うか、府の関係者も加わるかなどの検討も必要。予算も必要になることなので、大阪府内部で検討頂きたい。
＜報告案件2：パークレンジャー養成講座・修了式について＞
大阪府（事務局）よりパークレンジャー養成講座・修了式について説明
◆パークレンジャーの新規入会者数
杉本委員
・4期生17名が全て入会した。うち１名は高齢で電車と徒歩しか交通手段がない方がおられる。
増田会長
・年に1度だけ参加する方がいても良い。多様な関わりができるようにしていきたい。
＜報告案件3：パーククラブ活動報告（11月12月）について＞
佐々木委員よりパーククラブ活動報告（11.12月）について説明
◆発表内容について
増田会長
・ふたつお願いしたい。ひとつは、活動の課題や問題点を運営審議会にあげてほしい。運営審議会は有識者の助言などサポートができる場である。このサポートをうまく使ってほしい。もうひとつは、活動報告はパーククラブのなかで作成頂いた資料を使ってよい。今のように編集し作り直すのは労力もいる。
◆リーディング区域の棚田について
杉本委員
・ひとつ相談したい。先日、リーディング区域の整備された棚田を改めて確認した。現在パーククラブでコラボレーション区域の棚田を四苦八苦しながら開墾しており、クラブ員から「開墾作業をするより既にできた棚田を活用したい」という声が出ている。棚田が整備された理由や、今後の棚田の活用方法を聞きたい。
増田会長
・整備された理由を追及してもしかたがない。リーディング区域の棚田は、「農のある風景を公園のゲート空間に」というコンセプトのもと整備された。今後の活用については、パーククラブや大阪府で議論していくべきだ。
大阪府
・今後の活用については、これまでどおり、パーククラブの意見や提案があれば言って頂きたい。棚田の地形は戻したが、農業活動として使うにはまだまだ手をかけていく必要がある。活用方法を検討し運営審議会にあげていきたい。
◆リーディング区域の整備や活用について
増田会長
・現在リーディング区域は大阪府で整備をし、パーククラブは整備に関わらないことになっているが、府民の方と維持管理や植生管理をコラボレーションして行う区域を、今後明確にする必要がある。
佐々木委員
・パーククラブはコラボレーション区域に重点をおき活動をしている。しかしリーディング区域がコラボレーション区域の棚田と同じ活用方法になる可能性もあるので、相談をさせてほしい。
嘉名委員
・パーククラブのなかで、コラボレーション区域の棚田整備をどう位置づけるか議論することは重要だ。機械を入れてでも開墾をするのか、それとも予め田んぼ化された場所で農的活動を行いたいのか。
杉本委員
・人力による開墾作業に苦労をしており、予め田んぼ化された場所で活動したいという声もある。
嘉名委員
・今の場所からリーディング区域に移るか、または今の場所でするか、活動量は一定と念頭において、開放をみすえた議論をするべきだ。
増田会長
・今のような話をこの場であげて頂ければ協議ができる。今後も課題を出してほしい。リーディング区域の棚田に関しても府民参加が必要だ。パーククラブか、他団体が参加するかなど一度検討してもらいたい。また、リーディング区域の使える広場や棚田は、当面は雑草のままか、近くの業者に維持をしてもらうのかなど、管理運営については大阪府の説明がほしい。
◆ＮＰＯ法人化について
下村委員
・パーククラブのNPO法人化だが、泉佐野丘陵緑地のみの限定活動にするのか、公益性を担保するため様々な場所で活動をするのかなど、慎重に考える必要がある。検討過程を運営審議会であげてほしい。
増田会長
・法人格を取得することのメリットは、団体内の意識が高まることと助成を受けやすくなることだ。デメリットは、大阪府として特定団体に支援できなくなる可能性があることだ。大阪府と調整してほしい。
嘉名委員
・ほかの公園でも同じ例があるが、NPO法人と任意団体の両輪で活動している団体もあると聞く。助成金はNPO法人として申請し、連携自治体との関係は任意団体として継続するという方法もあるのではないか？また、パーククラブは養成講座を受講しないと入会できないが、NPO法人を取得すると入りたい人を拒めなくなる点も考慮したほうがよい。
＜協議案件1：パーククラブ活動計画（1～3月）について＞
杉本委員よりパーククラブ活動計画（1～3月）について説明
＜協議案件2：泉佐野丘陵緑地事業戦略（案）について～H26中地区開放に向けた検討～＞
大阪府（事務局）より泉佐野丘陵緑地・事業戦略について説明
◆他団体の受入について
前中委員
・公園の開放時には、一定のルールのもと他団体を受け入れたほうが、公園の運営、整備上よいのではないか。
嘉名委員
・団体の受入にあたって、応募を待つのか、勧誘にいくのか、の二通りがある。今回説明頂いた受入の案は、他団体の受入時の条件の話だったが、その場合には適切な活動をする団体しか参加できない。しかし、有馬富士公園の場合のようにプロモーションとして、漠然とでも参加したい団体を呼ぶ方法もある。
増田会長
・勧誘する場合は、ゾーンを指定して外部から手伝ってくれる人を探す方法があり、応募を待つ場合は、応募してきてから審査をする方法がある。前中先生の話では、あまり制限をせずに受け入れた方がよいという話だった。極端だが、リーディング区域の棚田に、1年間花を咲かせてくれる団体を募集しますと告知することも可能だ。初期の段階では、あまり制限をせずに、応募がきた申込を審査する形でもよい。
嘉名委員
・まちづくりをする場合、主催、共催、協力、後援の選択する場面がある。外部から受け入れた団体がどれにあたるのかを整理する必要がある。また、パーククラブが共催するのか、共催なのかなどの検討も必要である。
前中委員
・条件のなかで樹木の伐採はできないと書かれているが、「植栽」も入れてもらいたい。樹木だけではなく「植栽」も勝手に植えられたり、とられたりすると、後々まで影響は出てくる。条件に加えてもらいたい。
杉本委員
・パーククラブ主催のイベントでは、運営審議会の先生方やパーククラブの知り合いなど、一部の団体や個人が関わるなど様々なイベントが想定される。すべてのイベントについて運営審議会に報告していくべきか。
増田会長
・どんな活動も1～2年は運営審議会で報告していただきたい。2年後など目途がたつと自立運転して行けばよい。「堺自然ふれあいの森」は、いろいろな大学から昆虫調査や植生調査を行いたいと申込が来る。その成果をわれわれも勉強させてもらえる場合は受け入れるとよい。
下村委員
・活動後に、活動報告書の提出も入れてもらえればと思う。
増田会長
・ゾーンを指定し積極的に団体を受け入れるアクティブ型の公募か、ゾーンを決めずに受け入れ、団体との調整の過程で、受け入れのしくみ自体を徐々につくっていくのか、大阪府でもパーククラブでも検討してもらいたい。また、環境や土地の改変にかかわる行為を受け入れるべきか、どうかも検討いただきたい。
嘉名委員
・ここ1、2年は、受け入れる団体独自のプログラムではなく、パーククラブが共催する形を取っておく方がよい。
杉本委員
・大学の先生による昆虫調査のようなプログラムは、今年は秋だけではなく春と秋に増やし、われわれもプログラムをしながら学べる機会を増やしたい。
増田会長
・近辺にてホタルの観察をしている団体が「使える段階になったら声をかけてください。それまでは待っていますから。」とおっしゃっていた。ゆるやかな活動をしている良識のある団体は、なんらかのかたちで参加頂ければと思う。
西台委員
・うみべの森を育てる会では、1年間に地域の団体との共催のイベントを3回実施している。主催イベントは1回。春秋には、子どもたちの遠足などを受け入れている。なんでも受け入れると今度は自分たちの活動が進展せずにジレンマが進むので、共催しながら勉強ができる団体に絞るなど、ある程度、振り分ける必要がある。
＜協議案件3：パークレンジャー養成講座・ステップアップ講座（案）について＞
大阪府よりパークレンジャー養成・ステップアップ講座（案）について説明
◆ステップアップ講座の開催日について
増田会長
・ステップアップ講座の6回の頻度が自分たちの活動の妨げにならないか。
杉本委員
・講座の日程は活動日とは別に実施すれば問題はない。
＜協議案件4：H25パーククラブ活動計画（案）について＞
杉本委員よりH25パーククラブ活動計画（案）について説明
◆ゾーニングについて
増田会長
・今の段階ですべてゾーニングしなくてもよい。白紙の部分があってもよい。最終的にコラボレーション区域全域が決まればよい。運営審議会でゾーニングを議論するのが泉佐野丘陵緑地の原則である。またゾーニングを進めていくためにも、毎年10、11月の運営審議会では現地でゾーニングについて議論し、12、1月には整備方針を決めることにしたい。
嘉名委員
・26年度には開放を目指している。そのときに全部ではなくても良いので1周歩ける園路があるべきだ。
杉本委員
・活動をする区域は順次決めていく。26年度の開放時にどこまでなっているのか、その時に判断しようと思っている。ただ、園路だけは1周回れるものがあったほうがよいと考えている。
前中委員
・棚田は、水のことを考えて、上の部分のことも考慮しながら検討していくのがよい。
◆ファイヤーサークルについて
前中委員
・周りを囲って燃やし、簡単に炭もつくることができる機材がある。土壌改良などに使う炭は1～2時間でできる。
増田会長
・ファイヤーサークルには消防の協議がいるのではないか。
大阪府
・消防とは協議しており、許可が必要と聞いている。ただし、年間を通じて１申請でよいという確認はとっている。
増田会長
・ファイヤーサークルの位置はここが良いのか。
杉本委員
・来場者がレンジャー広場の北から来られるので、位置的には、レンジャー広場の郷の館寄りの奥側が良いのではと、パーククラブ会議で話し合った。
前中委員
・木との距離が短いので、もう少し前にだすか、木の枝を剪定しておくことが必要だ。
大阪府
・ファイヤーサークルの具体的な大きさや位置はまだ決まってはいないので、パーククラブと協議して決定したい。
増田会長
・私の知っているところでは、ふたを使っている。一般の方はいつでもたき火ができるので。
＜協議案件5：サイン計画（案）ほかについて＞
引本委員より南フランスの地中海森林研究所付属のエコミュージアムのサインについて紹介
◆地中海森林研究所付属のエコミュージアムのサイン
弘本委員
・地中海森林研究所付属のエコミュージアムには、あちこちに説明板はなく、園路のところどころには小さな杭のマークしか見当たらず、来園者は各ポイントの環境特性が書かれた紙をもらい、マークのある場所で紙を確認し周りを観察し、自ら能動的に気づきを得ていく。環境や景観を損なわず、無駄な情報提供をせず、シンプルで効果的な誘導と学びの仕組みになっている。
増田会長
・看板はついつい増えてしまう。来園者自らが学べる仕組みについては、もう少し時間がたてば、紙媒体ではなく携帯などで確認できるようになる。
◆サインのルール
下村委員
・説明では、案内看板が中心だが、方位を示す指示看板や樹木名盤は設置する予定はないのか。看板や樹木名盤を含めて統一したデザインや素材が良いと思う。
大阪府
・指示看板は最小限いると思っている。次回以降の運営審議会に案を提示させて頂きたい。
下村委員
・危険は目立たせないといけないが、サインは風景に馴染ませないとならないもので、相反している。吉野熊野国立公園大台ヶ原のような一日限定20人しか入れない場所でも注意のサインが一番多く目についた。
増田会長
・看板は極力少なくするというのが基本原則だ。またトータルデザインとして展開するのがよい。例えば樹木名板は、購入した樹木名板をパーククラブの活動として、樹木につけると樹木を覚えられる。
下村委員
・活動に伴う展示なども全体的なデザインが必要だ。
杉本委員
・園路沿いの樹木を発掘グループで調査している。パーククラブの活動と連動するかたちで樹木名板がつくれればありがたい。
嘉名委員
・案内看板以外も、手作り感が満載だったり、思い思いにつくって氾濫してしまったりするのはよくない。色できめるか、ピクトグラムを使うかデザインのルール作りが必要だ。
◆照明計画について
嘉名委員
・照明計画については、これでよいと思うが、照明計画のなかだけで決めるのではなく、公園のなかにでてくるエレメントとして他のものとの整合性があるべきだ。照明は洗練されているがサインはゴツゴツしているなどは良くない。サインの標識や車止めなども、いろいろな素材や色にならないよう気を付けてほしい。
◆次回の開催について
3月8日（金）13:00～15:00
府庁近辺で開催予定
